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はじめに

　ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera quadrimaculata 

（Thunberg, 1789）は，幼虫，成虫ともにヒルガオ科の植
物を寄主とするため，九州や南西諸島などではサツマ
イモ Ipomoea batatas （L.） Lam.の葉を食害する害虫とし
ても知られている（竹内ほか，2012など）．もともと南
西諸島の沖縄本島以南に生息する種であったが（木元・
滝沢，1994），次第に分布を拡げ，現在は九州本土だけ
でなく本州や四国でも確認されるようになった（酒井ほ
か，2008；竹内ほか，2012；吉富，2013；越知・吉富，
2016）．
　四国では，高知県西部における佐野（2014）の記録
が最初と思われ，その後，越知・吉富（2016）によっ
て，愛媛県南予地域（愛南町），高知県南西部（四万十市，
土佐清水市など）と東部（奈半利町，室戸市）における
発生が報告された．愛媛県と高知県では，本種がサツマ
イモの葉を食害したとして，それぞれ病害虫発生予察特
殊報を発令している（愛媛県，2015；高知県，2016）．
　徳島県では，2017年 5月に県南部の海陽町において
本種が初めて確認され，2019年には徳島市内でも発生
が見られるようになった．本稿では，徳島県におけるヨ
ツモンカメノコハムシの発生状況について報告する．

徳島県における発生状況

　越知・吉富（2016）による分布状況から，徳島県へ
は高知県室戸市から侵入する可能性が高いとして注視
していたところ，2017年 5月 23日に徳島県海陽町在住
の有田忠弘 氏より，ノアサガオ Ipomoea indica （Burm.） 

Merr.の葉の上に静止する成虫の写真が提供された．同
年 5月 27日に，大原と有田 氏が海陽町宍喰と海南のノ
アサガオを調べたが，どの調査地でも数個体が確認され
ただけであった．この時点で，徳島県の病害虫防除所へ
も本種が徳島県南部に侵入したことを伝え，注意を促し
ている．2017年は夏季にも海陽町宍喰にて調査したが，
ノアサガオに目立った発生が見られず，さらにサツマイ
モの葉にも食痕はなく，分布が拡がったようには見えな
かった．2018年 5月 16日に，有田 氏より海陽町で本
種がかなり発生しているように感じると連絡があったも
のの，十分に調査を行えず，当時の発生状況は明らかに
されていない．その後，2019年秋季まで県内の状況を
把握できずにいた．
　2019年 10月 9日に，佐那河内村根郷付近の人家の塀
に絡みついて繁茂しているノアサガオの葉がひどく食害
されており，急いで調査したところ，多数のヨツモンカ
メノコハムシの成虫が確認された．その後，大原と山田
がそれぞれ県内各地で調査を行い，本種の発生が広範囲
に及んでいることが判明した．

［採集・確認データ］
徳島県．徳島市：鮎喰町 2丁目（図 3，⑫），2 exs. （TKPM-

IN-28942～28943），2. XII. 2019，大原賢二；入田町（図 3，
⑰），9 exs. （TKPM-IN-28944～28952），25. XI. 2019，大
原賢二．佐那河内村：根郷（図 3，⑲），5 exs. （TKPM-

IN-18957-18961），9. X. 2019，大原賢二；14 exs. （TKPM-

IN-18962～18975），20. XI. 2019，山田量崇．勝浦町：坂
本（図 3，㉓），2 exs. （TKPM-IN-18976～18977），16. X. 

2019，桑内　誠．牟岐町：灘東谷（灘神社）（図 3，㉘），
多数個体，大原賢二確認；中村（図 3，㉙），8 exs. 
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（TKPM-IN-18978～18985），24. XI. 2019，山田量崇．海陽町：
海南（図 3，㉚），1 ex. （TKPM-IN-18733），23. V. 2017，有
田忠弘：大里中須（図 3，㉛），10 exs. （TKPM-IN-18986～
18992, 28860～28862），24. XI. 2019，山田量崇．高知県．東
洋町：白浜（図 3，32），5 exs. （TKPM-IN-28863～28867），
24. XI. 2019，山田量崇．室戸市：佐喜浜町入木（図 3，33），
7 exs. （TKPM-IN-28868～28874），24. XI. 2019，山田量崇．

［徳島県内の未確認場所］（図 3）
鳴門市：鳴門町高島（図 3，①），撫養町林崎北殿町（妙
見山公園）（図 3，②），里浦町里浦（図 3，③）
松茂町：豊岡（図 3，④），長原（図 3，⑤），中喜来（松
茂中央公園）（図 3，⑥）

北島町：中村（北島中央公園）（図 3，⑦）
藍住町：勝瑞（図 3，⑧），矢上原（図 3，⑨）
徳島市：応神町（図 3，⑩），北佐古一番町（図 3，⑪），
城南町（図 3，⑬），南二軒屋町（図 3，⑭），八万町（図
3，⑮），国府町（図 3，⑯）

石井町：石井（前山公園）（図 3，⑱）
神山町：神領北（図 3，⑳）
小松島市：中田町（日峰神社）（図 3，㉑），小松島町（し
おかぜ公園）（図 3，㉒）

阿南市：畭町（図 3，㉔），中林町（図 3，㉕），福井町（福
井ダム公園）（図 3，㉖）

美波町：北河内（図 3，㉗）

　2019年 10月から 12月までの短期間の調査であった
が， 徳島市，佐那河内村，勝浦町，牟岐町，海陽町の 5

市町村 8地点で発生が確認された．加えて，高知県東洋
町から室戸市にかけても高密度で生息していることがわ
かった．徳島県へは間違いなく高知県から侵入しており，

初めて見つかった 2017年から約 2年半の間に徳島県沿
岸部を北上，主要道路に沿って勝浦町や佐那河内村と
いった内陸部へも侵入したとみなされる．県南部にあた
る美波町で未確認となっているが，調査場所は交通量の
少ない内陸部の道路沿い（日和佐道路開通に伴う従来の
国道 55号）のノアサガオ群落 1か所であったため，本
種がまだ侵入していない地域なのかもしれない．近隣地
域の発生状況から考えると，日和佐など美波町の市街地
を隈なく調査すれば，おそらく本種の生息が確認できる
と思われる．
　本種はすべての地点においてノアサガオで発生してい
た．他県での状況と同様，人家の庭や塀，道路脇など
のノアサガオから見つかった．また，徳島市入田町で
は河川敷で大規模に繁茂しているノアサガオでも多数
見つかっている．松茂町の 2地点（豊岡，長原）では
サツマイモの葉を調査したが，本種による食害は確認さ
れなかった．時期的にサツマイモの収穫後であったた
め，十分に調査できておらず，2019年 12月の時点でサ
ツマイモの葉への被害は認められていない．本調査では
県内を網羅的に調べられておらず，現時点では徳島市よ
り北部における生息は確認されていないが，松茂町や鳴
門市といったサツマイモの主要産地へはすでに分布を拡
げている可能性は高い．本種の食草の嗜好性はサツマイ
モよりもノアサガオで高いのではないかという報告（佐
野，2014）もあるが，大原は鹿児島県で野生のヒルガオ
Calystegia japonica （Thunb.） Choisy，サツマイモともに
かなり激しく食害されているのを観察していることから，
本県においてもサツマイモ葉への被害がでる可能性はき
わめて高いと思われ，今後の発生動態について十分に注
意する必要があるだろう．

図 1・2．ヨツモンカメノコハムシ Laccoptera quadrimaculataの成虫（牟岐町中村）（1）と食害されたノアサガオ（佐那河内村根郷）（2）．
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